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　波紋のように広がる社会情勢、人間関係、そして人口衰退。掛

川には様々な文化や伝統、建築など独自の個性がある。そこで、

新たに掛川学を学ぶ、あるいは「地域学」を学ぶ場として計画す

る。今回、城下町の再生として提案するのは「町が学校」だ。

　単なる地域学だけでなく現代を生きる市民や進展していく高齢

化社会の生き方も提示していく必要がある。暮らす人、働く人、

訪れる人を足してつないで一体となり、新しい掛川の町を豊かな

ものにする。この建物から、この町から、この地域が原点となり

周囲の人、建物と絡みあい、波紋のようにこの学びが広まり、地

方再生となることを願う

かつての日本の町屋、商い屋建築では、商店街道路に面して、見

世、玄関、台所、奥の間（住戸、客間）の順で長屋続き。その横

を通り庭（通り土間）によって連絡する。

商い屋では奥に蔵が建てられ、通り庭によって接続し、奥の間か

ら庭を眺める計画となっている。

　本計画では 9つの敷地に対して、下図のようなそれぞれ特有の

「ニワ」を持たせる。町全体をキャンパスとすることや街歩きに

それぞれ異なった分野の生業を行い、表
立っている職、＋αで行っている職を混
ぜることで人々の街歩きを発展させる
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　用途 1＋用途 2　と複合させることで新たなものを生み出していく

　自分 ＋他者、文化、道路…　　　と複合し、知識や活動を広げる

 diagram

今回の計画ではそれぞれの敷地内に違う

用途を持った「ニワ」を設け、

そこで行われる活動を広げる

隣地との関係を作る動線をつくる

コミュニケーションを生み出す ことを期待する

敷地ごとに異なる庭の在り方
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